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『合唱の響きに感じたつながりの力』 
              校長  大島 充帆 

  

去る１０月末に実施されました学習発表会では、生徒たち一人ひとりが持てる力を

最大限に発揮し、素晴らしい成果を残してくれました。多くの保護者や地域の皆様のご

来場、ありがとうございました。生徒たちの『今、この時の輝き』を見ていただけたこ

とを大変嬉しく思います。合唱コンクールは、単に技術や才能を競う場に留まらず、生

徒たちが『目標に向かって本気で努力する』ことの尊さと、その過程で得られる『仲間

の絆』を再確認する貴重な機会となりました。 

特に印象的だったのは、本番に至るまでの練習や準備期間に見られた、生徒たちの

『ひたむきさ』です。成功体験だけでなく、試行錯誤や失敗から学び、何度も立ち上が

り、互いに励まし合う姿は、教職員一同に大きな感動を 

与えてくれました。一つの目標に向かってクラスやチーム 

が団結し、個々の役割を責任持って果たす体験は、社会に 

出てからも役に立つ力を育みます。目標達成の喜びだけで 

なく、努力の過程そのものが、彼らの未来を切り開く確か 

な力になるでしょう。コンクールという晴れ舞台を経て、 

生徒たちはまた一回り大きく成長したことを実感してい 

ます。この経験で得た自信と仲間を信じる力を今後の学校生活、そして将来にわたって

生かしてくれることを期待しています。 

 １１月は、多くの地域で『ふれあい月間』として、いじめの根絶、人権意識の啓発、

そして生徒の健全育成を目的とした取り組みが強化される時期です。私たちを取り巻

く社会環境が複雑化する中で、生徒たちが安心して学校生活を送り、一人ひとりの個性

が尊重される環境を維持することは、学校の最も重要な責務です。この『ふれあい月間』

では、生徒たちに対して、『いじめは、どんな理由があろうとも、絶対にあってはなら

ない重大な人権侵害である』という認識を、あらためて徹底して指導していきます。ま

た、『ふれあい月間』は、単なる一斉指導で終わらせるのではなく、日々の生活の中で

生徒同士が『お互いを大切にし、支え合う』という、本校の教育理念の根幹を築く機会

として捉えています。生徒たちが、人として、社会の一員として、他者を尊重し、温か

い人間関係を築く力を育むよう、今後も粘り強く指導してまいります。 

 

１０月の『合唱』で見せてくれた努力と感動、そして１１月のふれあい月間で深める

人権意識と温かい心。これら全てが、生徒たちが未来の社会で力強く生きていくための

『学びの土台』となります。 

これからの季節は、寒さに向かいますが、生徒たちの学びへの情熱、そして互いを思

いやる心は、ますます熱く、深く育っていくことでしょう。教職員一同、引き続き生徒

たちの可能性を信じ、きめ細やかな指導と温かい見守りを徹底してまいります。地域、

保護者の皆様の変わらぬご理解とご協力をお願い申し上げます。 

絆 

 



 

 

 
 10 月 25 日（土）、南千住第二中学校では８年ぶりの学習発表会（合唱コンクール）が開催

されました。昨年度までの「霜月祭」では、各学年による地域劇が主体となっていましたが、

今年度からは各学級で作り上げた合唱を披露する合唱コンクールに生まれ変わりました。 

 

 

 

 

 

 
 現在在籍する南二中生にとっては初めてとなる合唱コンクール、当日の本番を迎えるまで各

クラスには様々なドラマがありました。この日のために夏休み前から練習に入った指揮者、伴

奏者たち。その頑張りに一生懸命応えようとするクラスの仲間たち。その道のりは決して楽し

いことばかりではありませんでした。合唱に対する思いが強すぎて、つい口調が強くなり、学

級に亀裂が入ったこともありました。いくつもの苦労を乗り越え、練習を重ね臨んだ本番の舞

台、心をひとつにして熱唱する姿に、会場は静かな感動に包まれました。 

              １学年合唱 

 

 

 

 
 

２学年合唱     

 

 

 

 

 

              ３学年合唱 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 



この学習発表会を実施するにあたり、学習発表会実行委員が組織されました。こちらの準備

もやはり夏休み前から。学習発表会を円滑に進行させるために、放課後に残り話し合いを重ね

てきました。当日は司会進行や音響、照明など縁の下の力持ちとなってこの行事を支えてくれ

ました。まさに南二中の総力を結集して臨んだ学習発表会、生徒、そして教職員にとっても初

となる行事でしたが、来年度につながる確かな一歩を踏み出しました。 

 

 
少し前の話になってしまいますが… 

前号で紹介しきれなかった活動（９月の活動）を紹介いたします。 
 

わくわく街歩き探検隊 
 

 ９月７日（日）青少年育成南千住地区委員会が主催する活動「わくわく街歩き探検隊」に南

二中生が参加しました。近隣小学校からの参加者を５～６人ずつのグループに分け、南千住の

史跡を巡る行事ですが、各グループのガイド役を中学生が務めました。「何年前くらいに建て

られたものですか？」、小学生からの質問に汗を流しながら答える南二中生に、頼もしい一面

がうかがえました。参加してくれた生徒のみなさん、お疲れさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会役員選挙・立会演説会 
 

これまで生徒会活動を引っ張ってきた３年生の生徒会本部役員は、自分の進路選択に集中す

るため、活動に一区切りをつけるときとなりました。１・２年生を中心とした新たな本部役員

を選出するための選挙、それに伴う立会演説会が、９月１９日（金）アリーナにて実施されま

した。新たに本部役員に立候補した生徒たちは、自分の抱負や公約を壇上で堂々と語ってくれ

ました。立会演説会の後に行われた投票では、実際の選挙で使われる投票箱を荒川区からお借

りし、みな真剣な様子で投票を行いました。新たに誕生した第３８期生徒会本部役員に期待が

膨らみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜部活動報告＞ 

☆ソフトテニス部  荒川区ソフトテニス大会新人大会 
 ・男子個人戦 優勝 〇〇・〇〇ペア  準優勝 〇〇・〇〇ペア 

 ・男子団体戦 優勝 ・女子団体戦 優勝 

☆陸上競技部  荒川区民陸上競技大会 
 ・中学男子 4×100m リレー第 1 位 ・中学女子 4×100m リレー第 1 位  

 ・中学男子 100m 第 1 位〇〇 〇〇 第 2 位〇〇 〇〇 ・中学男子 1500m 第 1 位〇〇 〇〇 

・中学男子 200m 第 1 位〇〇 〇〇 第 2 位〇〇 〇〇 

・中学男子走り幅跳び第 1 位〇〇 〇〇 ・中学女子走り幅跳び第 2 位〇〇 〇〇 

・中学女子 100m 第 1 位〇〇 〇〇   ・中学女子 800ｍ第 2 位〇〇 〇〇 

＜１１月の主な予定＞ 

日 主な行事 日 主な行事 

11/1 

（土） 

 11/16 

（日） 

 

２ 

（日） 

 １７ 

(月) 

期末考査 1日目（数・国・技家） 

特別時程 

３ 

(月) 

文化の日 １８ 

(火) 

期末考査 2日目（英・音・保体） 

特別時程 

４ 

(火) 

避難訓練 

 45 分×５ 

１９ 

(水) 

期末考査 3日目（社・理・美） 

           特別時程 

５ 

(水) 

3 年生到達度テスト   

自習教室         50分×５ 

２０ 

（木） 

 

自習教室        50 分×６ 

６ 

(木) 

絆ネットワーク 

自習教室         45分×５ 

２１ 

（金） 

 

            50 分×６ 

７ 

（金） 

3 年生三者面談（終） 

学校評議委員会      45分×５ 

２２ 

（土） 

 

８ 

（土） 

 ２３ 

(日) 

勤労感謝の日 

3年生スピーキングテスト（外部実施） 

９ 

（日） 

 ２４ 

(月) 

振替休日 

１０ 

(月) 

全校朝礼 脊柱側弯検診1年生＋対象者 

期末考査 1週間前     50 分×６ 

２５ 

(火) 

専門委員会 

            50 分×６ 

１１ 

(火) 

⑥生徒総会 

             50分×６ 

２６ 

(水) 

 

自習教室        45 分×５ 

１２ 

(水) 

 

自習教室         45分×４ 

２７ 

（木） 

中央委員会 

自習教室        50 分×６ 

１３ 

(木) 

 

自習教室         50分×６ 

２８ 

（金） 

⑤⑥1 年生校外学習（地域めぐり） 

                       50 分×６ 

１４ 

（金） 

 

             50分×６ 

２９ 

（土） 

 

１５ 

（土） 

 ３０ 

(日) 

 


